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	 「美味しんぼ」"鼻血は被曝"を検証　構内見学した記者に異常なく…放射線の影響「量で判断が必要」 産経新聞 5月20日 20面に西澤のコメントが引用されました。記事の全文はこちら
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	  「(あなたの安心) 気になるクローン牛：３「安全確認」の欧米でも議論」『朝日新聞』2009年5月18日、朝刊、生活面
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